
（８）各地で道路メンテナンスを進める取り組み
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関東地方整備局
関東技術事務所各地で道路メンテナンスを進める取り組み

○平成２６年度から道路施設の老朽化対策が本格実施されたことを受け、国・地方公共団体が実施
している取り組みの好事例を紹介する。

資料⑦－１

項 目 取り組み内容 実施主体 備 考

１．技術力向上、点検促進の取り組み
（研修、講習会）

○点検の質向上に関する技術支援
埼玉県 ① 参照

○橋梁の点検診断に対する技術支援 埼玉県 ② 参照

２．コスト縮減、創意工夫
（直営点検、技術開発など）

○直営点検の実施
関東地整管内 ③ 参照

○直営点検の自主的な取り組み 長野県 ④ 参照

○直営点検の成果と課題 関東地整管内 ⑤ 参照

３．メンテナンスの必要性を伝える活動
（学習会、講演会、地域一体型、パネル展）

○橋梁点検学習会
群馬県 ⑥ 参照

４．多様主体との連携
（大学、市民、ＯＢなど）

○市民との協働
相模原市 ⑦ 参照

１．技術力向上、点検促進の取り組み
（研修、講習会）

①点検・診断等の支援
島根県 ⑧ 参照

②主な橋梁の診断結果に対する学識経験者への合同意見聴取 山形県 ⑨ 参照

③地公体のニーズによる講習会の開催 岐阜県 ⑩ 参照

３．メンテナンスの必要性を伝える活動
（学習会、講演会、地域一体型、パネル展）

①橋梁見学会
岩手県 ⑪ 参照

取り組み一覧

<参考>
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関東地方整備局
関東技術事務所

○埼玉県では平成２８年度に市町村が管理する橋梁を対象とした技術講習会（橋梁点検）を複数回開催
○県内複数箇所で開催するため、少人数での受講となり理解度が高まる
○受講の機会が増し、参加者が増加

１．技術力の向上（点検の質向上に関する技術支援）（埼玉県） ①
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関東地方整備局
関東技術事務所

○埼玉県道路メンテナンス会議事務局では、市町村が実施する橋梁点検について、点検診断プロセス
の妥当性確認、点検診断のアドバイスを行うことで点検の質向上を図る。

○ファイル共有システムを使用する事で作業を効率化

Ｈ２８第２回埼玉県道路メンテナンス会議資料より
大宮国道事務所 管理第二課 TEL048-699-1208

市町村 市町村

点検記録をファイル共有
システムへアップロード

点検診断アドバイス等をファイル
共有システムへアップロード

■点検診断のアドバイス（イメージ）
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■点検実施状況の報告の流れ

１．技術力の向上（橋梁の点検診断に対する技術支援）（埼玉県） ②
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関東地方整備局
関東技術事務所

○地方公共団体による橋梁の直営点検が一部で行われている。
○対象となる橋梁は、橋長１５ｍ未満の小規模な橋梁。
○少ない人数でも多くの橋梁を点検している。

Ｈ２８第２回各都県道路メンテナンス会議資料より

直営点検の主な実施状況
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２．コスト縮減、創意工夫（直営点検の実施） （関東地整管内） ③

都県名 市区町村名 実施年 対象橋梁 点検者数 点検橋梁数

茨城県 那珂市 Ｈ２７ 橋長５ｍ未満 3 名 5 橋

栃木県 栃木市 Ｈ２８上 橋長１０ｍ以下 2 名 107 橋

宇都宮市 Ｈ２６ 橋長１０ｍ以下 2 名 52 橋

Ｈ２７ 3 名 100 橋

Ｈ２８ 5 名 150 橋

群馬県 板倉町 Ｈ２７ 溝橋 3 名 84 橋

埼玉県 越谷市 Ｈ２７ 橋長１５ｍ未満 8 名 101 橋

千葉県 印西市 Ｈ２６ 小規模橋梁 2名程度 5 橋

東京都 あきる野市 Ｈ２７ 小規模橋梁 3 名 1 橋

Ｈ２８ 3 名 2 橋

神奈川県 愛川町 Ｈ２７ 橋長５ｍ以下 2 名 12 橋

長野県 上田市 Ｈ２６ 橋長１０ｍ以下 延べ 28 名 102 橋

Ｈ２７ 延べ 21 名 129 橋

Ｈ２８ 168 橋

千曲市 Ｈ２６ 小規模橋梁
95 橋

Ｈ２７
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関東地方整備局
関東技術事務所

○長野県山形村は、直営点検導入にあたり、長野県が主導して隣接する塩尻市と連携。市の実施する
直営点検に同行し、技術力の向上を図った

○技術系職員不在の長野県筑北村では、国交省主催の研修に積極的に参加し、長野県が主導して直
営点検を実施

Ｈ２８第２回長野県道路メンテナンス会議資料より

山形村 建設水道課 TEL0263-98-3111
塩尻市 建設課 TEL0263-52-1158
筑北村 建設課 TEL0263-66-2111

山形村と塩尻市の連携

筑北村の取り組み
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２．コスト縮減、創意工夫（直営点検の自主的な取組み）（長野県） ④
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関東地方整備局
関東技術事務所

○関東地整管内のＨ２８第２回道路メンテナンス会議で発表された地方公共団体による直営点検の
実施事例では次のような成果と課題が見られた。
○成果としては「職員の技術力向上」、「コスト縮減」、「点検実施率の向上」が多くみられた。
○課題としては「職員の異動による技術の伝承体制」、「診断結果に不安が残るものがある」、「点検
日数を多く要する」を多くの地方公共団体が指摘している。

※）Ｈ２８第２回道路メンテナンス会議で発表された、茨城県１市、栃木県２市、群馬県１町、埼玉県１市、東京都１市、神奈川県１町、長野県２市の
合計９市町のとりまとめ
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２．コスト縮減、創意工夫（直営点検の成果と課題）（関東地整管内） ⑤
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関東地方整備局
関東技術事務所

○土木を専攻している大学生を対象とした橋梁点検学習会を開催。
○将来の土木技術者に高度な実務を体験してもらうことにより、メンテナンスの重要性を
理解してもらう。

Ｈ２８第２回群馬県道路メンテナンス会議資料より
高崎河川国道事務所 道路管理第二課 TEL027-345-6043 群馬県の他に、茨城県、栃木県、千葉県、長野県で実績有り 8

３．メンテナンスの必要性を伝える活動（橋梁点検学習会）（群馬県） ⑥
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関東地方整備局
関東技術事務所

○神奈川県相模原市では、スマホのカメラやGPS機能を利用した道路通報アプリを市民に提供
○市民と協働して道路施設の損傷状況を把握し重大災害を未然に防止

9
相模原市路政課 TEL 042-707-7050（維持管理班）

４．多様主体との連携（市民との協働）（相模原市） ⑦

●道路に穴があいている（南区東林間からの通報）
職員により、補修を実施しました。

補修前 補修後

※通報件数（平成29年1月末現在） ※運用例

●ガードレールが破損している（中央区向陽町からの通報）
業者に委託し、補修を実施しました。

【導入効果】

補修前 補修後

① 道路の破損箇所等への対応がより円滑になった
② 曜日や時間帯を問わず手軽に通報していただいている
③ 道路パトロール業務の効率化につながった

※広報活動

区分 件数

道路の破損箇所等 ７９５件

（内訳）

対応済 ６７４件

対応中 １２１件

※上記のほか、庁内関係機関、庁外関係機関
（警察署、相武国道事務所等）に対応を依頼す
る通報あり。

URL:http//www.city.sagamihara.
kanagawa.jp/patrun/index.html
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関東地方整備局
関東技術事務所

○島根県では、県・市町村が直営点検を円滑に実施するうえで、職員の経験不足から損傷の見落としや診断
のバラツキ、的確な修繕工法の選定が困難などの課題が存在することや、点検の診断結果が適正であるか
判定する健全度判定会において、アドバイザーを招聘する仕組み（技術支援）が無いことから、「点検・診断
等アドバイザー制度」を確立し、必要に応じて円滑にアドバイザーが派遣される制度を創設した。
○島根県道路メンテナンス会議事務局が同席し、健全度判定や補修方法・規模、予算等をアドバイス。

H28第１回島根県道路メンテナンス会議資料より
松江国道事務所 管理第二課 TEL (0852)60-1347 10

参考

※島根県道路メンテナンス会議事務局も上図の「アドバイス
①、②、③」に同席し、健全度判定等のアドバイスを行う。

１．技術力の向上①（点検・診断等の支援）（島根県） ⑧
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関東地方整備局
関東技術事務所

H28第１回山形県道路メンテナンス会議資料より
山形河川国道事務所 道路管理第二課 TEL 023-688-8944

１．技術力の向上②（主な橋梁の診断結果に対する学識経験者への合同意見聴取）（山形県） ⑨
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（コンサル）

参考

○山形県では、県管理橋梁について、県庁職員、出先機関（総合支庁）職員、点検業者（地元コンサ
ル）、診断業者（大手コンサル）による診断会議を出先機関ごとに実施。

○その後、全県分について県庁担当者が学識経験者へ合同意見聴取を実施。合同意見聴取の対象
橋梁は、当該年度に点検を行った全橋ではなく、県庁事務局が診断結果（代表的なもの、迷ったもの
）に関する議事を進め、それに対して各々の妥当性について学識者が意見を述べる流れ（昨年度は
無かったものの覆る場合が当然ありうる）。また、講演も依頼している。
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関東地方整備局
関東技術事務所

※）Ｈ２８第１回岐阜県道路メンテナンス会議資料より
岐阜国道事務所 管理第二課 TEL058-271-9818 

参考
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○岐阜県では、Ｈ２７年度現地点検講習会をＨ２７年９～１０月にかけて行った際に、アンケートを実
施。
○アンケートにおいて、『補修工法についても指導してほしい』『橋梁修繕箇所があれば施工の様子
を見てみたい』との意見があったことから、地公体のニーズによる講習会を実施。

橋梁補修研修会

１．技術力の向上③（地公体のニーズによる講習会）（岐阜県） ⑩
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関東地方整備局
関東技術事務所

盛岡市中心部を流れる「中津川」に架かる橋を散策する「中津川の橋をめぐる散策見学会」が
11月20日、開催される。

主催は岩手県内の道路管理者で構成する「岩手県道路メンテナンス会議」。老朽化が進む道路
施設の現状と対策について、広く知ってもらう機会をつくろうと一般向けに企画した。2014年に
は「浅岸橋」、2015年は「落合トンネル」の見学会を行い、今年で３回目となる。
当日は「盛岡歴文化館」（盛岡市内丸）で、下の橋・中の橋・上の橋の「盛岡三橋」の歴史と
橋の老朽化と対策について解説。その後、下の橋をスタートし、川沿いを散策しながら毘沙門橋
・中の橋・与の字橋・上の橋の５つの橋を見学する。途中、点検ハンマーを使って橋をたたく橋
梁疑似点検体験や、点検車両の乗車体験も予定している。
岩手県河川国道事務所の担当者は「皆さんが何気なく利用している橋の構造や、現在の状態な
どをじっくり見たり、自分の手で点検してみたりといった機会はあまりないと思う。歴史好きの
人にも楽しんでもらえる見学会。橋の老朽化について身近なところから考えるきっかけにしても
らいたい」と参加を呼び掛ける。開催時間は９時～。参加無料。申し込みはファックス、メール
、電話で受け付ける。定員は30人。申し込み締切りは今月15日。

平成28年11月11日「みんなの経済新聞ネットワーク(盛岡経済新聞)」より

○岩手県道路メンテナンス事務局では、一般の方を対象に、河川を散策しながら老朽化す
る橋の現状や「岩手県道路メンテナンス会議」の取組みを、広く一般に知っていただくめ
に見学会を開催

岩手河川国道事務所 道路管理第二課 TEL019-624-3185

３．メンテナンスの必要性を伝える活動（橋梁見学会）（岩手県） ⑪
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参考
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